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① 「こころの病気を学ぶ授業」指導案・教材の開発について

NPO

法人企業教育研究会では、日本イーライリリー株式会社の呼びかけに応え、思春期に発症

しやすいと言われている「こころの病気（統合失調症）」を、中学・高等学校生に理解してもらうことを目

的に、精神障害へのアンチスティグマ研究会、

NPO

法人全国精神保健福祉会連合会協力のもと、「こ

ころの病気を学ぶ授業」指導案・教材を開発いたしました。

「統合失調症」という病気の理解、精神障害を持った当事者との関わり方や共生の仕方を考える

という

2

時間で構成しています。

協力団体

■精神障害へのアンチスティグマ研究会

http://anti-stigma.jp

・設立

2003

年

1

月

20

日

・代表世話人 佐藤光源（東北福祉大学大学院精神医学講座教授

・設立趣旨

当研究会は、日本精神神経学会と世界精神医学会の合同事業として発足

統合失調症などの精神障害に対するステイグマ解消のための方略を研究し精神障害者の

社会参加を促進することを目的としている

■

NPO

法人全国精神保健福祉会連合会

http://www.seishinhoken.jp

・設立

2006

年

11

月

・会員数

12,000

名（

2007

年

10

月現在）

・理事長 川﨑洋子

・設立趣旨

精神障がい者と家族が安心して生活し、自由に社会参加できる社会づくりを一層推進

するため、精神しょうがい者と家族のニーズを情報化し、一般市民の理解・参加の協力を得

て、活動をしている

[image: image3.emf]② 「こころの病気を学ぶ授業」教師用マニュアル

授業実施前に、「統合失調症」に関する基本的な知識を理解いただけるような副読本

③ 「こころの病気を学ぶ授業」指導案・・・

50

分授業

2

時間構成 別紙参照

授業実施前後に、事前・事後アンケート実施

１時間目・・・ひとりの当事者の経過に寄り添いながら、病気の理解を深める

（今回は、執筆活動も行っている「古川奈都子さん」の経過を取り上げて

います。）

２時間目・・・病気の症状が回復した後も残る「生活のしにくさ」を、家族のお話から

理解し、当事者との関わり方・共生の仕方を考えていきます。

④ 単元名・ねらい・手立て

■単元名 誰にでも起こりうる「こころの病気」を理解する。

特に統合失調症を取り上げて考える。

■ねらい ・統合失調症を例に、一般的に理解が低いために、誤解・偏見を持たれがちな

精神疾患・精神障害への理解を、当事者の経過に寄り添いながら深めていく。

・

病気に対する正しい理解に基づき、一人一人がどのような関わりをしていけば

いいのか、考えられる機会とする。


[image: image4.emf]■ねらいを成り立たせるための手立て

・

自分あるいは、身近な人にも起こりうる病気であることを、事例から実感させる。

・当事者の経過を確認することによって、病気に対する基礎的な知識を身につける。

・病気に対する正しい理解を土台に、当事者とどのように関わっていけばいいのか？

どのとうにサポートすべきか？共生の仕方を考える時間を持つ。

⑤ 教材について

■映像教材

ＶＴＲ１ 統合失調症の原因と症状

ＶＴＲ２ 急性期から治療の経過について

ＶＴＲ３ 様々な社会資源について 施設紹介

ＶＴＲ４ クラブハウス はばたきの様子

ＶＴＲ５ 社会参加している当事者からのコメント

■ＰＰＴ教材

１ 現在に至る古川さんの様子が分かるスライド

２ 統合失調症 患者数調査グラフ（厚生労働省）

３ ケーススタディ テストで悪い点を取った時の反応

４ 中学時代の古川さんと、本文の抜粋の抜粋

５ 中学当時の古川さんの人間関係

６ 高校時代の古川さんと、 本文の抜粋

７ 回復後に残る生活のしにくさ

８ 統合失調症という病気 病気のまとめ

９ 統合失調症 日本人の患者数について

１０ うつ病と統合失調症に対する日本人の考え方

１１ クラブハウスの様子

１２ 当事者の方々からのコメント


[image: image5.emf]２ 授業実施教科の選定について

中学校・高等学校共に

■ 総合的な学習の時間

■ 道徳の時間（中学校）

■ 保健体育の時間

■ 国語の時間

（授業内容を理解して、自分の思ったこと・感じたことを正しく表現できる）

■ 数学の時間

（データやグラフの分析、数字から病気に対する理解を深めていく）

■ 理科の時間

（脳内の神経・伝達物質の働きから、病気に対する理解を深めていく）

■ 長期休暇の課題図書に選定し、感想文などを提出させる

（授業の前段階としての確認）

→ 上記の教科時間で授業実施

※次回の学習指導要領改訂時（中学校

2012

年・高等学校

2013

年予定

2009

年から前倒しで一

部実施される見通し）、「総合的な学習の時間」が現行から週１時間程度削減される見込で

あり、また、各教科教育の充実が謳われています。

そこで、「総合的な学習の時間」だけでなく、各教科内でも実施していてだけるよう指導案は

作成されています。

[image: image6.emf]３ 授業実施に向けての調整について

①学校内での調整について

疾病理解授業

指導案の取り

よせ

校長・教頭・教科主任 との打ち合わせ

・授業実施教科（時間）決定

・父兄への授業実施連絡

（学級通信等を通して連絡）

・養護教諭・スクールカウンセ

ラーとの連携

地域・外部との連携

・ゲストティーチャー

（当事者・家族・地域精神科医）

・授業実施相談・教員研修など

（

ACE

）

・学年内連携

・必要機材の準備

・教師用マニュアル

の内容確認

授業実施

・授業実施報告

（

HP

などでの報告）

・発展授業の実施

事前アンケート実施


[image: image7.emf]② 地域との連携方法について

■地域精神科医への依頼

・各地域の精神科医をゲストティーチャーに迎え、医学的な専門知識を説明

していただく。

・授業実施後、疾病に関して不安を抱いた生徒に対してのフォロー。

■各地域 家族会への依頼

・家族会の関係者から、当事者の方・ご家族の方を紹介していただき、

ゲストティーチャーとして、授業に参加いただく。

・授業案１時間目は、古川さんの経過に寄り添った流れで展開していくが、

当事者の方がゲストティーチャーの場合は、ゲストティーチャーの経過に

寄り添った流れで展開可能。

③ 授業づくりに関する相談・サポートについて

■

NPO

法人企業教育研究会の授業支援

・疾病理解授業に関する教員向け研修や、各クラスの状況に応じた授業が実施

できるよう、授業担当と一緒に発展的な指導案を作りあげることが可能。

※各関係団体連絡先は別紙参照


[image: image8.emf]４ 統合失調症に関する基礎知識について

①教師用マニュアルの活用

疾病理解授業実施に際して、「教師用マニュアル」を副読本として作成しました。

今回の授業で取り上げる「統合失調症」に関する基本的な知識が掲載されています。

ただし、生徒に伝えるべき内容と言うよりは、授業を実施する教師自身が「統合失調症」に

ついて、理解を深める為の資料という位置づけ（副読本）です。

ポイントは、「今現在解明されている部分」「解明されていない部分」を明確に伝えられる

ようにすること、「間違った表現」や「誤解を招くような表現」がないよう確認をしてください。

②お問い合わせ先について

病気に関する基本的な知識については、理解いただけるようマニュアルは作成してありますが、

「もう少し詳しく知りたい」「病気について、マニュアルだけでは分からない部分がある」という時には、

Lilly Answers 

（リリーアンサーズ）まで、お問い合わせください。

Lilly Answers

日本イーライリリー医薬情報問い合わせ窓口

0120-245-970

受付時間：月～金

8:45

～

17:30

※１

078-242-3499

受付時間：月～金

8:45

～

17:30

※２

※１ 通話量は無料 携帯電話・

PHS

からでも利用可能

尚

IP

電話からはフリーダイヤルをご利用できない場合があります。

※２ フリーダイヤルで接続できない場合のご利用ください。尚通話量はお客様負担となります。
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実施に際して、相談等がある場合

[image: image10.emf]１ 日本イーライリリー株式会社での一括受付

授業実施に関するお問い合わせは、日本イーライリリー（株）

Lilly Answers

を窓口とします。

２ 授業実施後の報告について

疾病理解授業を実施した場合、授業実施報告をしていただき、授業内容を総合的な評価と

一層の充実にご協力をお願いします。

①授業実施報告（授業実施教師用アンケート）

②事前事後アンケート（生徒用アンケート）

③生徒記入済み ワークシート

④授業実施風景

①～③に関しては、必須。④に関しては、個人情報に関して了解が得られているもののみ。

①②③に関しては、今後の授業開発・

改訂に活用させていただきます。

④に関しては、左記のように関連団体

での

HP

上で、授業報告をして

いただくことも可能です。

授業報告に関しても、上記

日本イーライリリー（株）

Lilly Answers

までご連絡ください。
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